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図６　保護者の間食のとらえかた　n=77
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まとめ
本研究の目的は，幼児期の子どもを持つ若い世代の保
護者が実際に提供している間食の現状，及び子どもの間
食に対する考え方を把握し，今後，必要な取り組みにつ
いて検討することであった。本調査の分析により，以下
のことが明らかになった。
幼児期の子どもは，日常的に間食を摂取する習慣があ
り，保護者は時間や量を決めて与えるといった配慮をし
ている。実際に提供されている間食は市販品であり，ス
ナック菓子やアイスクリームなどの菓子類が多い。子ど
もの好みを最優先に間食を選んでいるが，同時に安全性
や量の調節も重視している。保護者は，子どもの間食を
楽しみのためと考えており，栄養やエネルギー補給のた
めと認識している保護者は少なく，保護者の「子どもの
間食」に対する認識が，本来の間食の役割とは異なって
いることが明らかになった。また，間食に必要な１日の
エネルギー量の目安に関して認識しておらず，９割以上
の保護者はカロリーを考えて提供していなかった。しか
し，皿に取り分けていることやカロリーのない飲み物を
提供していることなどから，明確に意識していないが与
えすぎないように留意していると推測された。栄養に関
しては，保護者の意識レベルと間食の実際に乖離が見ら
れた。
今後の課題
第３次食育基本推進計画［4］では，「保育所，幼稚園，認
定こども園等において，家庭や地域と連携しつつ，様々
な食育を推進する」と明記されており，各施設が創意工
夫し積極的に食育を推進することが望まれている。これ
を受けて，幼稚園でも様々な食育が実践されていると思
われるが，本研究の結果，「間食」に関する食育も積極的
に推進していく必要性があることが示唆された。今後，
必要な取り組みのひとつとして，保護者が「子どもの間
食」について学べる機会を提供することや，子どもに対
する間食教育の実施が挙げられよう。
保護者の間食に対する考え方は，実際に提供する内容
に影響するため，まずは乳幼児期における間食の役割と
重要性，即ち，「乳幼児期における間食は，単なる楽しみ
の時間だけではなく，３度の食事では摂取しきれないエ
ネルギー，栄養，水分を補う重要な役割があること」を
保護者に認識してもらうことが重要であろう。それによっ
て，子どもが好む菓子類中心の間食ではなく，栄養やエ
ネルギー量を考慮した間食の提供が期待できると思われ
る。また，１日の間食における栄養やエネルギー量の目
安，望ましい内容・組み合わせ，更に良く提供される市
販品のエネルギー量や塩分含有量，添加物など「子ども
の間食」に関する基本的な知識も知ってもらうことが，
より望ましい間食に繋がっていくと考える。しかし，各
家庭における状況はそれぞれ異なるため，「こうしなけれ
ばならない」ではなく，保護者が状況に合わせて実践し
やすいように支援することが望まれる。
子どもに対する間食教育に関しては，多々納ら［8］が，
子どもに「おやつの役割や食べ方」を食育している幼稚
園は，114園中０園であったと報告しており，子どもへ
の働きかけがあまり実施されていない可能性もある。保
護者への支援と共に，幼児期から子どもに対しても「間
食」教育を行い，彼らが親になる世代になった時に，次
世代につなげていける力を培っていきたいものである。
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